
中学校理科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

【StuDX Style関連事例】

身近な現象を科学的に探究する上で、化学変化に関する知識及び技能を活用し
て、化学変化を粒子の保存性に着目し、分析して解釈することは大切です。

学習指導に当たっては、水の電気分解などの化学変化を原子や分子のモデルで表
す学習場面を設定し、化学変化に関係する原子の種類や数が変化しないことに気
付くようにすることが考えられます。その際、原子や分子のモデルで表した複数の化学
変化を比較し、粒子の保存性に気付くようにすることが重要です。

１人１台端末を活用することで、プレゼンテーションソフト上で原子や分子のモデル
を基に化学反応式で表す学習活動が容易になり、生徒が試行錯誤しながら取り組
みやすくなります。
また、端末に、元素記号の原子のモデルなどを配信することで、家庭学習等におい
て活用することが容易になると考えられます。

【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【中学校／理科】

（一部省略）

授業の導入でひな形学習カード配信
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「○○調べ」をひな形カードで蓄積
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【関連】平成30年度全国学力・学習状況調査授業アイディア例
（中学校理科 「先哲の考えを手掛かりに炎の明るさと炭素の関係を調べよう」）→

【使用するソフト（例）】
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